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●
年
末
調
整
の
仕
上
げ

　

１
月
は
年
末
調
整
の
仕
上
げ
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
源
泉
徴
収
事
務
を
行
な
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①　

納
付
税
額
の
計
算
と
納
付
書
の
作
成

　

１
月
の
納
付
税
額
は
、
年
末
調
整
に
よ
る

過
不
足
額
を
精
算
し
た
後
の
金
額
と
な
り
ま

す
。
納
付
書
（
所
得
税
徴
収
高
計
算
書
）
を

作
成
す
る
際
に
は
「
年
末
調
整
に
よ
る
不
足

税
額
」
お
よ
び
「
年
末
調
整
に
よ
る
超
過
税

額
」
の
各
欄
に
該
当
金
額
を
記
載
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
年
末
調
整
事
務
に
つ
い
て
は
、

増
刊
特
大
号
『
令
和
３
年
版　

年
末
調
整
の

進
め
方
と
令
和
４
年
の
税
務
・
保
険
事
務
の

手
引
き
』
で
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

②　

未
提
出
の
証
明
書
類
の
提
出
督
促

　

年
末
調
整
の
際
、
生
命
保
険
料
や
地
震
保

険
料
の
払
込
証
明
書
、
住
宅
借
入
金
特
別
控

除
証
明
書
な
ど
、
各
種
控
除
に
必
要
な
証
明

書
類
を
提
出
し
な
か
っ
た
社
員
が
い
る
場
合

は
、
改
め
て
提
出
を
促
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

証
明
書
類
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
社
員
は
各

種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
事
務
的
に
も
年
末

調
整
の
再
計
算
を
行
な
っ
て
不
足
額
を
徴
収

（
控
除
）
す
る
手
間
が
発
生
し
ま
す
。

●
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
の
受
理
と

チ
ェ
ッ
ク

　

１
月
の
給
与
計
算
を
開
始
す
る
に
あ
た

り
、
２
０
２
２
年
分
の
「
扶
養
控
除
等
（
異

動
）
申
告
書
」
を
社
員
（
雇
用
期
間
が
２
か

月
以
内
の
者
以
外
）
に
配
付
し
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
を
提
出
で

き
る
の
は
１
か
所
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
役
員
な
ど
で
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
提
出
先
の

確
認
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
２
か
月
以
内
の
短
期
雇
用
者
で
あ

っ
て
も
、
契
約
延
長
や
再
雇
用
に
よ
り
２
か

月
を
超
え
て
働
く
見
込
み
が
あ
る
場
合
な
ど

は
、
申
告
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
源
泉
徴
収
税
額
表
の
月
額
表
も
し
く
は

日
額
表
の
甲
欄
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
税
負

担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
を
受
理
し
た
ら
、
記
載
内
容
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
源
泉
徴
収
簿
（
賃
金
台
帳
）
に

税
額
表
の
適
用
区
分
、
扶
養
親
族
の
人
数
な

ど
所
要
事
項
を
正
し
く
記
入
し
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の

記
載
は
基
本
的
に
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
従
業
員
本
人
、
源
泉
控
除
対
象

配
偶
者
お
よ
び
控
除
対
象
扶
養
親
族
等
の
氏

名
・
個
人
番
号
等
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え

て
い
る
場
合
に
は
、
個
人
番
号
の
記
載
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出

　

１
月
は
、「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

（
給
与
支
払
報
告
書
）」
を
は
じ
め
、
各
種
法

定
調
書
の
提
出
月
で
す
（
提
出
期
限
は
原
則

と
し
て
１
月
末
日
で
す
）。

　

源
泉
徴
収
票
は
、
１
通
を
社
員
本
人
に
交

付
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
１
年

間
の
給
与
の
収
入
金
額
と
所
得
税
の
年
税
額

が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
か
に
所

得
の
な
い
給
与
所
得
者
に
と
っ
て
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
に
準
ず
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
中
の
給
与
等
の
金
額

が
１
５
０
万
円
を
超
え
る
役
員
あ
る
い
は
役

員
だ
っ
た
人
や
、
同
じ
く
５
０
０
万
円
を
超

え
る
一
般
社
員
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
に
も

１
通
を
提
出
し
ま
す
。

　

給
与
支
払
報
告
書
は
、
複
写
分
と
あ
わ
せ

て
２
通
と
も
、
各
人
の
２
０
２
２
年
１
月
１

日
現
在
の
住
所
地
の
市
区
町
村
に
提
出
し
ま

す
（
２
０
２
１
年
中
の
一
定
の
退
職
者
分
も

含
み
ま
す
）。

　

必
要
に
応
じ
て
、
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収

票
な
ど
も
期
限
ま
で
に
税
務
署
や
市
区
町
村

に
提
出
し
ま
す
。

　

法
定
調
書
を
作
成
し
た
ら
そ
れ
ら
を
ま
と

め
た
合
計
表
（「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

合
計
表
」
な
ど
６
種
類
の
合
計
表
）
を
作
成

し
、
期
限
ま
で
に
あ
わ
せ
て
提
出
し
ま
す
。
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●
償
却
資
産
申
告
書
の
提
出

　

固
定
資
産
税
は
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
現

在
所
有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

に
課
さ
れ
る
市
町
村
税
で
す
。
こ
の
う
ち
償

却
資
産
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
か
ら
提
出
さ

れ
た
償
却
資
産
申
告
書
に
基
づ
き
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

申
告
用
紙
や
説
明
書
は
、
２
０
２
１
年
の

12
月
中
に
市
町
村
（
東
京
23
区
で
は
都
税
事

務
所
）
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
償
却
資
産

申
告
書
の
提
出
期
限
は
原
則
と
し
て
１
月
末

日
で
す
が
、
期
限
を
早
め
て
い
る
市
町
村
も

あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
が
必
要
で
す
。

●
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
が
施
行

　

２
０
２
１
年
度
に
改
正
さ
れ
た
電
子
帳
簿

保
存
法
が
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
１
月
１
日
以
降
に
行
な
う

電
子
取
引
に
つ
い
て
は
、
受
領
し
た
請
求

書
・
領
収
書
等
の
印
刷
保
管
は
認
め
ら
れ

ず
、
電
子
保
存
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
が
、
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
遅
れ
に
配

慮
し
、
２
年
間
の
猶
予
が
設
け
ら
れ
る
見
通

し
で
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

15
ペ
ー
ジ
で
は
、
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法

へ
の
対
応
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

●
資
金
繰
り
の
確
認

　

１
月
は
、
賞
与
か
ら
徴
収
し
た
社
会
保
険

料
の
支
払
い
、
年
末
調
整
の
結
果
に
よ
る
過

不
足
税
額
の
精
算
な
ど
、
例
月
と
は
異
な
る

資
金
需
要
が
発
生
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ク
リ

ス
マ
ス
商
戦
や
年
末
商
戦
用
に
仕
入
れ
た
商

品
な
ど
の
支
払
い
も
重
な
る
時
期
で
す
。

　

早
め
に
年
度
末
ま
で
の
資
金
繰
り
を
確
認

し
、
借
入
の
必
要
が
あ
れ
ば
金
融
機
関
に
打

診
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
欠
員
の
補
充
と
内
定
者
フ
ォ
ロ
ー

　

卒
業
シ
ー
ズ
ン
が
迫
り
、
２
０
２
２
年
３

月
卒
業
予
定
者
を
採
用
す
る
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
ま
だ
新
卒
者
を
確
保
で
き
て
い
な

か
っ
た
り
、
退
職
者
や
内
定
辞
退
者
が
出
た

り
し
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
採

用
活
動
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

す
で
に
内
定
者
の
入
社
意
思
を
確
認
し
た

場
合
で
も
、
最
後
ま
で
油
断
は
禁
物
で
す
。

社
内
報
を
送
付
し
た
り
、
面
談
を
行
な
う

（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
）
な
ど

し
て
、
フ
ォ
ロ
ー
を
行
な
い
ま
す
。
定
期
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
不

安
や
迷
い
を
解
消
し
、
辞
退
者
を
出
さ
ず
入

社
ま
で
確
実
に
導
き
ま
し
ょ
う
。

●
労
働
者
死
傷
病
（
軽
度
）
報
告
の
提
出

　

社
員
が
業
務
上
の
事
故
（
労
働
災
害
）
や

疾
病
に
よ
り
３
日
以
内
の
休
業
を
し
た
場

合
、
企
業
は
、
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に

報
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
（
事
故
等
が
あ

っ
た
場
合
で
も
、
休
業
が
発
生
し
な
け
れ

ば
、
報
告
は
不
要
で
す
）。

　

こ
の
労
働
者
死
傷
病
（
軽
度
）
報
告
は
、

３
か
月
ご
と
に
ま
と
め
て
行
な
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
１
月
は
、
２
０
２
１
年
10
月
～

12
月
分
に
つ
い
て
提
出
し
ま
す
（
提
出
期
限

は
、
２
０
２
２
年
１
月
31
日
で
す
）。

　

な
お
休
業
が
４
日
以
上
に
及
ぶ
場
合
は
、

そ
の
つ
ど
労
働
基
準
監
督
署
に
報
告
が
必
要

で
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
労
働
安
全
衛
生
管
理
の
徹
底

　

冬
は
気
温
が
低
下
す
る
と
と
も
に
空
気
が

乾
燥
し
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け
で
な
く
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
備
え
も
万
全
に
し

て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

常
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
洗
い
や
う
が

い
な
ど
を
励
行
す
る
な
ど
、
健
康
管
理
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
冬
の
感
染
症
対
策
は
「
加

温
」
と
「
加
湿
」
が
第
一
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
は
、
加
え
て

「
換
気
」
が
重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

定
の
温
度
と
湿
度
を
保
ち
な
が
ら
、
こ
ま
め

な
換
気
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
ク
の
着
用
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
口

内
に
侵
入
さ
せ
な
い
だ
け
で
な
く
、
口
元
の

加
湿
に
よ
っ
て
喉
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に
も

効
果
的
で
す
。
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寒
冷
地
で
は
、
積
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
る

交
通
事
故
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

通
勤
や
営
業
・
配
送
等
で
車
を
運
転
す
る
社

員
に
、
改
め
て
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
新
年
度
の
人
員
・
人
件
費
計
画
の
策
定

　

４
月
か
ら
新
年
度
入
り
す
る
会
社
で
は
、

早
け
れ
ば
１
月
末
頃
か
ら
翌
年
度
の
経
営
計

画
や
利
益
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　

人
事
部
門
で
は
人
員
計
画
や
人
件
費
計
画

を
立
案
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
経
営
計
画
や

利
益
計
画
に
直
結
す
る
非
常
に
重
要
な
も
の

で
す
。
十
分
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は

予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
景
気
の
動
向
を
探

り
つ
つ
、
自
社
に
と
っ
て
最
適
な
人
員
計
画

を
策
定
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
１
月
に
入
る
と
積
雪
指
定
地
域
以

外
で
の
新
規
中
卒
者
の
採
用
選
考
が
解
禁
さ

れ
ま
す
。
採
用
予
定
の
会
社
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
か
ら
選
考
日
が
通
知
さ
れ
る
の
で
準
備

を
し
ま
す
。

●
延
納
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
の
労
働
保

険
料
第
３
期
分
の
納
付

　

継
続
事
業
の
労
働
保
険
概
算
保
険
料
は
、

年
度
更
新
の
際
に
延
納
を
申
請
し
、
認
め
ら

れ
れ
ば
３
期
に
分
け
て
納
付
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

延
納
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
の
労
働
保

険
料
第
３
期
分
の
納
付
期
限
は
、
２
０
２
２

年
１
月
31
日
で
す
。
所
轄
の
労
働
局
か
ら
送

付
さ
れ
て
く
る
納
付
書
に
基
づ
い
て
納
付
し

ま
す
。

　

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
を
と
っ
て
お

け
ば
口
座
振
替
納
付
を
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
そ
の
場
合
、
第
３
期
分
の
引
き
落
と
し

は
２
月
14
日
と
な
り
ま
す
。

●
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
が
３
月
末

ま
で
延
長
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
、
現
在
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例

措
置
、
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
お
よ
び
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援

金
・
給
付
金
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
対
応
の
期
限
は
２
０
２
１
年

11
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０

２
２
年
３
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

12
月
以
降
も
助
成
率
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
助
成
金
の
上
限
が
、
雇
用
調
整
助
成
金

等
の
場
合
、
１
、
２
月
は
原
則
と
し
て
従
業

員
１
人
１
日
当
た
り
１
万
１
０
０
０
円
（
２

０
２
１
年
12
月
ま
で
は
１
万
３
５
０
０
円
）

に
、
３
月
は
同
じ
く
９
０
０
０
円
に
な
る
予

定
で
す
。

　

休
業
支
援
金
等
の
上
限
は
、
１
〜
３
月
は

８
２
６
５
円
（
２
０
２
１
年
12
月
ま
で
は
９

９
０
０
円
）
に
な
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
４
月
以
降
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は

２
月
末
ま
で
に
公
表
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

●
年
始
の
行
事
運
営

　

年
始
の
関
連
行
事
は
簡
略
化
さ
れ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
１
年
に
向
け
て
経

営
活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
日
で
す
。
経
営

ト
ッ
プ
か
ら
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
経
営
姿
勢

や
抱
負
、
事
業
計
画
を
発
表
し
た
り
、
社
員

に
対
す
る
期
待
な
ど
に
つ
い
て
話
す
こ
と
で

社
員
が
心
を
新
た
に
気
持
ち
も
引
き
締
ま

り
、
目
的
を
共
有
し
て
仕
事
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
感
染
症
対
策
と
し
て
、
多
く
の

社
員
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
と

こ
ろ
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
や
動
画
を
使
っ
た

配
信
な
ど
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
な
方
法
で

ト
ッ
プ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
も
一

法
で
す
。

　

総
務
部
門
と
し
て
は
、
そ
の
際
の
準
備
・

対
応
等
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
年
始
の
事
務
手
続
き

　

年
末
年
始
の
休
暇
中
に
届
い
た
郵
便
物
な

ど
の
文
書
類
を
配
付
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
か
ら
出
し
て
い
な
い
相
手
か
ら
年

賀
状
を
受
け
取
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に

返
礼
を
出
し
ま
す
。
先
方
に
届
く
の
が
１
月

７
日
（
関
東
で
一
般
に
松
の
内
と
さ
れ
る
期
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間
）
を
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
な
も
の
は
、

「
寒
中
見
舞
い
」
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
け
取
っ
た
年
賀
状
は
、
発
送
先
リ
ス
ト

や
住
所
録
等
と
突
き
合
わ
せ
、
住
所
、
役
職

な
ど
に
変
更
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
住
所
録
な
ど
に
反

映
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
２
年
の
行
事
日
程
・
就
業

に
関
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
・
七
曜
表
を
社
員
に

配
付
し
、
今
後
１
年
の
行
事
日
程
や
休
日
等

の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
自
社
の
営
業
日
や
休
業
日
、
行
事

な
ど
を
周
知
す
る
た
め
、
取
引
先
等
に
就
業

カ
レ
ン
ダ
ー
を
郵
送
・
配
付
し
ま
す
。

●
文
書
の
整
理
と
保
存
・
廃
棄

　

源
泉
徴
収
簿
は
、
源
泉
徴
収
票
の
作
成
が

終
了
し
た
時
点
で
前
年
分
を
閉
鎖
し
ま
す
。

　

暦
年
で
区
分
し
て
い
る
他
の
保
存
文
書
に

つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
処
理
が
終
わ
っ
た
こ

と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
法
定
保
存
年
限
や

社
内
規
程
に
従
っ
て
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

▽
２
０
２
１
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す

▽
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
）
の
第
４
期

分
の
納
期
で
す
（
納
期
が
異
な
る
市
町
村

も
あ
る
の
で
、
確
認
が
必
要
で
す
）

▽
４
月
入
社
予
定
の
新
入
社
員
の
受
入
体
制

を
整
え
る
時
期
で
す�

●▲

民族の音楽　ハーメルンの笛吹き
　ドイツ北部のヴェーザー河岸穀倉地域の中心として
栄えたハーメルン。『ハーメルンの笛吹き男』で知られ

る、石造りの建物や木組みの家が並ぶ美しい町だ。物
語は13世紀に実際に起こった事件と伝わる。マルクト
広場では毎年５月半ばから９月半ばまで、毎週日曜に
野外劇が行なわれる。（切絵・文＝前田尋）


